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持続可能なビジネスへの転換

力を合わせて
よりよい世界へ
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2016年度コーポレートサステナビリティレポートおよびGRIインデックスは、www.ecolab.com/sustainabilityででご覧いただけます。

環境と経済の課題が重なると、変化は加速します。各企
業は、天然資源に対する制約とコストが増えつつある
状況に対応する方法を見直しています。考え方や行動も、​
資源の直線的利用から循環型管理へ、また単なる保全
から高度な再利用へと変化しています。このような配慮
ある行動を共有すればビジネスそして世界に飛躍的に
大きな影響を与えます。

エコラボは、このような動きを舞台裏で支えるパートナ
ーとしての存在に誇りを持っています。当社は世界中の
100万拠点を超える現場で、規模の大小を問わず、お客さ
まが事業目標を達成し、顧客の期待に応えると同時に、
世界の限りある天然資源に依存しない新しい方法を見
出せるようお客さまを支えています。2016年には、お客​
さまへの支援を通じて、1,610億ガロンを超える水資源
保全、11兆BTUのエネルギーの節約、5,200万ポンドの​
廃棄物削減を実現しました。

当社の中心的存在として、カスタマーサービスおよび社
会の要請に応えているのは、世界で最も優れた研究・開
発・エンジニアリング部門の支援のもと、高度なトレーニ
ングを受けた25,000人のサービス専門家チームです。当
チームが一丸となり、献身的にお客さまのニーズに応え
るとともに、1人ひとりの責務として、世界をより清潔に、
より安全に、より健康的にするよう全力を注いでいます。

当社にとってイノベーションは、当社がこれまでもたらし
てきた価値の中心にあり、それは今日も変わりません。​
しかし今では、これまで以上にデジタル機能を活用し、​
当社のソリューションの範囲を広げ、影響を拡大してい​
ます。コネクテッドテクノロジーとデータに基づいた洞察
によって、お客さまが自社の事業について理解を深め、​
より少ない資源でより大きな成果を得るよう、当社はよ​
り一層支援の強化を図っています。

サステナビリティはエコラボの使命の中核にあるもので
す。お客さまの目標達成に向け、お客さまとの提携​から、
水資源の保全​や全世界のエネルギー使用量および廃棄
物の削減のために専門知識を活用すること、さらには当
社の事業運営における実績にいたるまで、持続可能な
インパクトをもたらすために当社にできることはまだま
だあると考えています。そして日々それらに取り組むこと
で、ビジネスの成長を促進し、私たちがよりよい世界へ
向かう前進力を加速するチャンスを得ることができるの
です。

私たちは共に、持続可能なビジネスへの転換を推し進め
てまいります。ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

​

​取締役会長兼​
最高経営責任者​​
Douglas​M.​Baker,​Jr.​

地球規模の要因により、持続可能なビジ
ネスの確立が喫緊の課題となるなか、​
私たちが共に力を合わせることでよりよ
い世界にできることが明らかです。

会長兼CEOからの​
​ごあいさつ

表紙の写真：ダウ・ケミカル社がスペインのタラゴナにあるエネルギープラントで真水使用量の削減方法を探していたとき、エコラボのグループ
会社であるナルコ​チャンピオンの社員は、排水再利用を可能にするソリューションを導入し、エブロ川からプランへ引き入れる水を大幅に削減
したことで、住宅が使用できる水量をさらに増やしました。詳しくは16ページをご覧ください。写真（左から右へ）：Sira​Barrull​Freixes（ナルコ​チ
ャンピオン​ダウンストリーム部門​セールス担当）；Carolina​Casanovas（ダウ・ケミカル​​ユーティリティTICA）；Sandra​Gonzalez（ダウ・ケミカル​
ユーティリティプラント担当）；Sonia​Gomez（ナルコ​チャンピオン​テクニカルサービス）
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世界レベルの研究開発＆​
エンジニアリング
当社の研究開発＆エンジニアリング部門とマーケティン
グ部門の社員は、期待を上回る新たな手法を開発し、お
客さまの事業を高い次元に引き上げる画期的なイノベー
ションを提供しています。当社チームはお客さまが抱える
課題について把握することを重視し、​より清潔な、より安
全な、より健康的なソリューションを提供するための新た
な改善策を見つけ出します。

優れたサービス
当社の中心になっているのは、25,000人のセールス＆サー
ビス担当チームです。これらの業界エキスパートはお客さ
まに寄り添い共に作業することで、日々のソリューションに
ついて信頼を獲得し、継続的改善のための長期的なチャン
スを特定します。

2016年、当社が支援したお客さまの成果：

4    

エコラボは、世界をよりよい場所にするという確固たる使命のもとお客さまとつながっています。力を
合わせ、よりよい世界へ。48,000人からなるエコラボのチームは、世界100万カ所以上のお客さまの
拠点と協力し、世界的に最も緊急性の高い問題に対応​する​ため、日々尽力しています。力を合わせ、
財やサービスに対する需要の高まりに対応するとともに、世界の限りある天然資源に過度に依存し
ない事業運営のあり方を改革します。​

人と環境に配慮した企業活動
当社がサービスを提供するすべての産業において廃棄物やエネルギーと水の使用量の削減しつつ、最小限のトータルコ
ストで最大の成果をお届けできるよう全力で取り組んでいます。当社の事業やソリューション開発の方法から、お客さま
との協働、地域社会への支援まで、当社は1人ひとりにとってより持続可能な未来を創り出そうと努めています。比類なき
サービス、業界をリードするイノベーション、リアルタイムのデータと洞察を通じて、お客さまがより少ない資源でより多く
の成果が得られるよう支援しています。

サステナビリティへ
のアプローチ

1,610億​ 
​ガロンの水

保全

5,200万   
​ポンドの廃棄物

削減

11兆
​BTUのエネルギー

節約

数字でみるエコラボ

48,000

25,000

7,700

1,600

億ドル売上高130

万ドル​エコラボ基金、企業
および​ボランティア活動に
よる寄付金1,100

超 10 億ドル以上​2016年度新規
イノベーションによる今後
5年間の収益予測

人​​全従業員数

特許登録件数

人​​セールス＆サービス
担当

人​​研究開発​科学者、​​
エンジニア、​テクニカル
専門家



提携

Helene​Näslund（ナルコ​ウォーター​マネジャー）がスウェーデンの製紙工場を訪問

世界の限りある資源の保全には生産的
なパートナーシップが必要です。

お客さまが抱えている課題は千差万別
です。それは、お客さまがより少ない資
源でより多くの成果を得られるようエコ
ラボが支援するその能力も同様です。​
毎日、25,000人の当社のフィールド担当
者が、厳格なプロセスを用いてデータ
を収集し、先進的なテクノロジーを活用
し、手順を再検討し、そして持続可能な
ソリューションを提供しています。当社
では、独自のeROI​SMバリューアプローチ
を活用して、ソリューションの経済面、運
用面、環境面の影響評価を測定します。
これにより、当社が世界各地のお客さま
に提供する価値がいかに大きいかがお
わかりいただけます。

経済的な利益と環境面の利益が重な
れば、お客さまにとって、そして世界にと
って、本当の変化、永続的な変化が加速
されます。それは私たちが​共に力を合わ
せて、よりよい世界にしていくことを証明
しています。
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インサイト
インドのプネにある5つ星ホテル、ハイアットホテルは、自
治体の水不足が原因で突然断水した際に困難な問題に直
面しました。ハイアットホテルは209の客室、レストランおよ
び宴会場など大規模な施設を備えています。断水時にゲ
ストと従業員が快適に過ごせる冷暖房機能を維持するた
め、同ホテルでは汚水処理施設（STP）で処理した水を冷
却塔で使用しました。

3カ所のHVACユニットでSTP処理水を使用した際、2つの
問題が発生しました。1つはSTP処理水のアプローチ温度
上昇にともない冷却器の清掃を頻繁に行う必要があるこ
と、もう1つは、清掃回数が多くなるとブローダウンからの
排出量が増えるという問題です。

イノベーション
「ハイアットから、関連課題の発生を最小限に抑えながら
冷却水システムにおけるSTP処理水の再利用を最大化す
るよう依頼がありました」とVineet​Pillay（ナルコ​ウォータ
ー​インド西部​テリトリーマネジャー）は述べています。

ハイアットがHVACシステムに3D​TRASAR™オートメーシ
ョンテクノロジーを導入したことで以下の成果が得られ
ました。

・​​酸化／非酸化バイオサイドを使ってブローダウン排水
を処理することで、不用水の流出に関わる課題を軽減

・​​アプローチ温度を一定に保つことで四半期毎に行う冷
却器の清掃が不要​

・​​再利用をさらに効率化したことによりHVACの性能が
向上​

 TECHNOLOGY:  冷却水用3D TRASARテクノ
ロジー

 
暑い夜を涼しい部屋で
ケーススタディ：小売・サービス

​Vineet​Pillay（ナルコ​ウォータ​インド西部​​
テリトリーマネジャー）

水不足が発生している状況下で
は、STP処理水の再利用は大き
な意味を持ちます。

e ROI インパクト

水の節約
180 万ガロン 真水節水量

480万ガロンSTP再利用水量

資産の節減
9カ月間にわたり一定のアプローチ温度を継続
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インサイト
米国の大手ホテル運営会社であるKinseth​Hospitalityは、
現在のハウスキーピングサービスに対して不満があり、そ
のためホテル施設の清掃作業についてエコラボに評価し
てほしいとの依頼がありました。現場を調査したところ、ラ
ンドリーサービスでは高水温で相当量の洗い直しを行って
おり、それがリネンの耐久性を失わせ、エネルギー使用量
を押し上げていることが判明しました。さらに、ホテルの液
体洗剤は5ガロンのバケツに入ったままで、積上げや液漏
れ、劣悪な保管状態などのため、従業員の安全が確保でき
ない懸念が生じていました。

イノベーション
エコラボは、Aquanomic™低温ランドリー・ソリッド・プ
ログラムの導入を提案しました。革新的な化学の力によ
り、120°F（49°C）以上での洗浄に比べ、100°F（38°C）の洗
濯水でもより短い洗浄サイクルで徹底した洗浄を実現し
ます。水温を低くすればエネルギーの節減になり、リネン
の耐用年数を伸ばすこともできます。「従業員の方は当
社の固形洗剤が小型で軽量であることを感謝されていま
す。Aquanomic洗剤は、安全および保管上の懸念を​
払しょくする濃縮固形タイプの洗剤です。」とJeffrey​
Sackett（エコラボ​コーポレートアカウント担当アシスタン
トバイスプレジデント）は述べています。

エコラボでは、Kinseth​Hospitalityに対し2カ月間の試用
期間を設けました。70カ所の施設での節減可能性につい​
て年率換算をしたところ、Aquanomicは同社のランドリー
作業にとって優れたソリューションであることを実証し​
ました。

 TECHNOLOGY： Aquanomic低温ランドリー・
ソリッド・プログラム

上記写真：エコラボのBrian​Bradley（​テリトリーマネジャー）と
Eric​Vollmer（ディストリクトマネジャー）、Kinseth​Hospitalityの
Hampton​Inn（イリノイ州ミノッカ）にて

適切なランドリー 
ソリューションがもたらす 
節減と顧客満足

ケーススタディ：小売・サービス

e ROI インパクト

446,000ドル
コスト削減

（70施設における 推計年間削減量）

227,000​
サーム

資源の節約

3,330 
万ガロン 

エネル​
ギー
水

資産 リネン 
再利用

インサイト
エコラボは、社内レストランを持つグローバルリテール企
業から、世界各地で展開している300軒以上の店舗内レス
トラン全店を対象として衛生面での新たなパートナーにな
ってほしいとの依頼を受けました。お客さまが求めていた
のは、営業効率の大幅な改善と提供する食器類を常に清
潔な状態に保つということでした。さらに、スタッフの安全
性についてグローバルブランドとして高い水準を保つこと、
同社食品部門で発生する廃棄物、水およびエネルギーの
削減に向けた長期的サステナビリティ目標を達成すること
も盛り込まれていました。

イノベーション
このグローバルチェーンは、エコラボのユニークなソ
リューションであるApex™食器洗浄プログラムを導入​
することで、食器洗浄エリアのオペレーションに要するトー
タルコストを最小限に抑えることができました。

   ECHNOLOGY：Apex食器洗浄プログラム

厨房で始まる新たな 
グローバルパートナーシップ

ケーススタディ：小売・サービス

廃棄物の削減
プラスチック

2Lペットボトル 
600,000本69,000ポンド ＝

フォーブス誌  
22,608冊2,200ポンド​＝

紙​

資産の節約
再洗浄の減少および洗剤および人件費の削減

e ROI インパクト

Marco​Stoffelen（エコラボ​ヨーロッパ​グローバル・コーポレートア
カウント​ディレクター）

Apexプログラムは、
効率的な手法により
食器洗浄エリアを​
管理するために必​
要とされる情報を​
提供します。

10    提携 | 小売・サービス

（18カ月間の試用に基づく300店舗の資源節約推計）
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インサイト
あるプラントでは有機廃棄物を電力、グリーンガス、発電
用バイオマスに変換し、サステナビリティを全体として向
上させる新たな方策を目指しています。そこでは有機廃
棄物用消化装置への信頼性が成功の鍵となるでしょう。
北ヨーロッパにあるこのプラントにおいては、脱水スラッ
ジから高品質の乾燥固形物を生成することが優先課題と
なりました。

イノベーション
このプラントでは可能性のある2つのソリューションを比
較しました。ナルコ​ウォーターのFLOCMASTER™は1つの
遠心分離機に搭載され、他社製品は2つ目の遠心分離機
に搭載されました。FLOCMASTERインラインミキサーは
高濃度ポリマー溶液の最適配分を行いました。6カ月間
の試用の後、FLOCMASTERテクノロジーがより優れた製
品であることがデータに証明されました。さらにナルコ​​
ウォーターの専門知識とサービスがより強みを加えるこ
とがわかりました。

 TECHNOLOGY：FLOCMASTERテクノロジー 

12    提携 | 生産・製造

資源の節約

0.8%より乾燥化が進んだ固形スラッ
ジケーキの割合（ケーキの乾燥化が進む
ほど再利用のために投入するエネルギー
量が少なくなる）

エネル
ギー

85%工業用処理水削減（年間 
792万ガロン）

水

資産 224,900ポンドポリマー使用量
削減

160,000ドル
コスト削減

（年間削減額）

水のムダやスラッジケーキをなくし、有機廃棄物から 
エネルギーを生成
ケーススタディ：生産・製造

Peter​Blom（ナルコ​ウォーター​エリアマネジャー）

e ROI インパクト

当社が管理していた遠心分
離機から生成されたスラッジ
ケーキは乾燥効果が高く、さ
らに乾燥時間が短時間で済
み、多量のスラッジを処理す
る能力を備えていました。



ECOLAB コーポレートサステナビリティ 2016    15

e ROI インパクト

イタリアの食肉加工会社は水とエネルギー
の使用量を減らし、コスト削減に成功

資源の節約
1,060万ガロン（年間）水

135 kWh （遠心分離機1台あたり）エネル​
ギー

私たちは、​現場での水
とエネルギーの使用
量および​トータルオペ
レーションコストを削
減し、​工場での作業工
程を改善するためのソ
リューションの実行を
任されました。

コスト削減
72,000ドル

（オペレーションコスト年間削減額）

14    提携 | 生産・製造

安全性

370万ガロン

資源の節約量

670,300 kWh

水
エネルギー

資産 121,000ポンドの消耗品

空気

ナルコ ウォーターとの提携期間
中 事故ゼロ

120トンのCO2排出量

228,000ドル
コスト削減

（年間の原材料および作業費用の削減額）

スウェーデンの製紙工場は 
水分を絞り出して削減を達成

Alberto​Serafini（エコラボ​南ヨーロッパ​バイスプレジデント兼​
マーケットリーダー）

当社の革新的スラッジ脱水ユニット
には、自動注入制御システムと組み
合わせたユニークなミキシングテク
ノロジーが装備されています。

Giuliano​Passeri（ナルコ​ウォーター​シニア・コーポレートアカ​
ウント・マネジャー）

e ROI インパクト

インサイト
スウェーデンの大手製紙工場からナルコ​ウォーターに、ス
ラッジ処理および脱水作業の総合的な改善のための新た
な方法に関する調査依頼がありました。ナルコ​ウォーター
は、工場のスラッジ脱水作業で使用している各種化学物質
の量が多すぎることを指摘しました。またこの指摘は、関連
するスラッジ焼却およびバーク・ボイラー・ユニットにおけ
るバイオ燃料コストにも影響を与えました。

イノベーション
一連の試験で、ナルコ​ウォーターが繊維脱水ラインに
FLOCMASTER™テクノロジーを導入した結果、バイオス
ラッジ脱水用遠心分離機は不要となりました。「当社のソ
リューションはスラッジの発熱量を増やし、その代わりに
バイオ燃料としてそのスラッジの品質を改善しました」と
Giuliano​Passeri（ナルコ​ウォーター​シニア・コーポレート
アカウント・マネジャー）は述べています。FLOCMASTERテ
クノロジーはお客さまの期待を上回り、全体の薬剤使用​
量を最適化するとともに、製紙工場に設置された遠心分​
離機1台を使用しないですむようになりました。

 TECHNOLOGY：FLOCMASTERテクノロジー

インサイト
イタリアの大手食肉加工会社Inalca​SpAにとって水は最も
貴重な資源です。同社のRieti工場では、利用可能な最新の
テクノロジーを活用し、安全性と食品品質を最優先に、年間
最大4万トンの食肉を加工しています。Inalcaは、事業をさら
に持続可能なものにするための戦略策定を​
ナルコ​ウォーターに依頼しました。

イノベーション
ナルコ​ウォーターはInalcaと提携し、Rieti工場におけるプ
ロジェクトを実施、同社が求める資源とコストの削減を実
現しました。

・工業用脱塩プラントを逆浸透プラントに交換、薬剤使用量
を節約し、トータルオペレーションコストを削減

・​ボイラ水用3D​TRASAR™テクノロジーにより、ボイラの信
頼性を向上させ、水とエネルギーの使用量を削減

・​冷却水用3D​TRASARテクノロジーにより、真空ポンプから
発生する冷却水を蒸発凝縮器の補給水として再利用​

・Stork®静水滅菌装置およびSTOCK™（顧客現場におけるレ
トルト滅菌装置）に応用された冷却水用3D​TRASARテクノ
ロジーにより、冷却水の再利用およびリサイクルを改善

TECHNOLOGY： 3D TRASARオートメーション
テクノロジー

ケーススタディ：生産・製造 ケーススタディ：生産・製造
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NO​AL​TRANSVASAMENT（取水反対）はエブロ川環境保護活動家のスローガンです。エコラボとダウ・ケミカルは、エブロ川からの引
込水量を大幅に削減し、スペインのトルトサ（写真）など地方自治体のためにより多くの節水に努めました。

16    提携 |  素材・原材料加工

排水
排出量 

49% 
削減 

年間河川水量 
（120万立方メートル）市民25,157人が
1日当たり平均で使用する水量に相当

節水

億ガロン 3.1

ナルコ​チャンピオンのSira​Barrull​Freixes（営業担当；写
真右から2番目）とSonia​Gomez（テクニカルサービス担
当；写真右）はスペインのタラゴナにあるダウ・ケミカル社
と排水の再利用と地元の水資源利用の削減に取り組み
ました。

スペインのダウ社工場は冷却ソリューションとして 
再生水に注目

e ROI インパクト

...逆浸透水の腐食性
を抑制できることが
確認され、すばらし
い成果を得られるこ
とがわかりました。

Renate​Ruitenberg（ナルコ​チャン
ピオン​シニアマーケティングマネジ
ャー）

ケーススタディ：素材・原材料加工

インサイト
スペインのタラゴナでは、ダウのチームはナルコ​チャンピオ
ンのエキスパートとともに、廃棄物を再利用資源に変えるこ
とで廃棄物の量を最小化するという循環経済の実践に取り
組みました。同チームは、スペインの最大河川であるエブロ
川から引き入れている冷却塔用の水量を減らすことで、発
展を続ける河川沿いの自治体により多くの水を供給できる
よう望んでいました。

イノベーション
ダウ・テクノロジー（低エネルギー・高度汚染耐性のRO膜）
を装備したキャンプ・デ・タラゴナ先進的再生水プラントは、
自治体からの排水を再生して得られる水をダウのタラゴナ
設備の冷却塔補給用とすることに重点を置きました。ナル
コ​チャンピオンは、腐食性、微生物活性、不用水中の塩分
濃度の変動といった冷却塔に影響を与える諸問題に取り組
みました。「水質変化を評価するため、当社の研究開発ラボ
で一連の予備検査を実施した結果、逆浸透水の腐食性を抑
制できることが確認され、すばらしい結果が得られました」
とRenate​Ruitenberg（ナルコ​チャンピオン​シニアマーケ​
ティングマネジャー）は述べています。プロセスパラメーター​
のモニタリングおよび制御に使用する3D​TRASAR™テ​
クノロジーでは、腐食を抑えるための二重陰極抑止（Dual​
Cathodic​Inhibition）プログラムと組み合わせることで、​
真水の使用を確実に減らすことが確認できました。

このプロジェクトは、FP7-ENV-2013-WATER-INNO-DEMO​
Callに従い、欧州研究開発が拠出するDEMOWAREコンソー
シアムの下で組成されています。また、このプロジェクトはグ
ラント協定619040に従い、調査研究、技術開発およびデモ
ンストレーションのための欧州連合第7フレームワークプロ
グラムから資金提供を受けています。

 TECHNOLOGY： 冷却水用3D TRASAR 
テクノロジー

再生水の利用

      40% 
冷却塔運転用

最大

現在、スペインのタラゴナにあるダウの冷却塔では、最大40％（1時間当たり160㎥）を自治体からの再生水でまかない、
薬剤使用量を23％削減しました。ダウはこのプロジェクトにより、エブロ川からの引込水量を22％、排水量を49％削減し
ました。これにより、季節による違いはありますが、自治体は1時間当たり200㎥（53,000ガロン）以上の水を使えるように
なりました。ダウの目標は、冷却塔で使用する自治体からの再生水を90％まで高めることと、このソリューションを他の工
場でも展開することです。
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コスト削減
60,500ドル
（年間削減額）

資源の節約
6億4,700万ガロン水
125,000 kWhエネル​

ギー

安全性 化学製品の消費を減らすこ
とで化学物質の処理要件も
少なくなります。

空気 47.3トンのCO2排出量

メキシコの発電所が再利用に着目、 
節水目標を上回る成果

e ROI インパクト

e ROI インパクト

資源の節約
水

116,000ドル 
（年間削減額）

コスト削減

ポリエステル工場のクールダウンにより 
湿地への排水が減少

インサイト
メキシコのバハ・カリフォルニア州メヒカリにある
Termoelectrica発電所にとって、天然資源に対する配慮は
優先順位の高い位置を占めています。主に農業と工業で発
生する電力需要の変動に確実に応えるため、発電所は必
要量のバランスを取らなければなりません。ここでは、水と
エネルギーの節減を最適化するとともに、スタッフの安全
確保の観点からも冷却塔のあり方が焦点となりました。

イノベーション
同発電所では冷却塔に中水を使用することで、真水使用
量を削減しています。しかし中水は高濃度のカルシウム、硫
酸塩、塩化物を含む恐れがあり、スケーリングや性能に影
響を及ぼす場合があります。ナルコ​ウォーターでは、水使
用量を最小限に抑え、スケールを防止するため、冷却塔内
の薬剤濃度の最適化を判断する調査を実施しました。ナル

コ​ウォーターのチームは、スケール付着を防ぐ冷却水用3D​
TRASAR™テクノロジーを導入しました。これには遠隔制御
室からの性能の継続的なモニタリングや、最先端の薬剤の
使用も含まれています。

「ナルコ​ウォーターにはユニークなポリマーがあります。
このポリマーは電荷補強を通じて冷却塔から不純物を運
び出す機能を持っています。ポリマーはその後水垢や沈殿
物となって底に沈みます。私たちは、お客さまのニーズや固
有の条件に適したソリューションをご提供します。対処法
をカスタマイズすることで、Termoelectricaは冷却塔の中
水使用を大幅に改善することができました。」とFernando​
Garcia（ナルコ​ウォーター​ディストリクトマネジャー）は述
べています。

 TECHNOLOGY： 冷却水用3D TRASAR 
テクノロジー

インサイト
米国に本社を置くポリエステル樹脂繊維工場は、環境上の理
由から制限されている冷却塔からのブローダウン排水の許可
を得ていました。同工場に対し、干ばつの際にはブローダウン
排水を付近の湿地帯に流すのではなく、自治体の排水処理施
設に持ち込むよう州から要請がありました。また市の排水処
理施設からは、その処理費用として1,000ガロン当たり4ドルの
料金が請求されました。この工場にとって、市に持ち込む冷却
塔のブローダウン排水量を削減することは、トータルオペレー
ションコストを抑制する上で極めて重要でした。工場の冷却水
中に含まれるシリカには限界値があるため、冷却塔の濃度サ
イクルを最適化してコストを抑制することは、工場のオペレー
ターにはできませんでした。

イノベーション
ナルコ​ウォーターのチームは、同工場にパフォーマンスポリ​
マーを含む新たな冷却水処理製品ラインを導入しました。​
冷却水用3D​TRASAR™テクノロジーと組み合わせてこの新製
品を使うと、シリカの沈殿による制約を受けることなく、1つの
冷却塔では6から8へ、別の冷却塔では6から10へとさらに高
い濃度サイクルでプラントを稼働させることができました。​
パフォーマンスポリマーにより、市の排水処理施設に運び込む
ブローダウン排水量が年間2,900万ガロン削減されました。​
このソリューションにより、必要となる処理剤が節減され、工
場のサステナビリティ目標を下支えするとともに、薬剤処理が
少なくなることで作業担当者の安全性が向上しました。

 TECHNOLOGY： パフォーマンスポリマーを 
使用した冷却水用3D TRASAR
テクノロジー

ケーススタディ：素材・原材料加工

ケーススタディ：素材・原材料加工

2,900万ガロン
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小売・サービス​

OxyGuard40™（テキスタイルケア）
OxyGuard40は、ホテルや病院で使用するテキスタイルの業務
用ランドリーで、非常にソフトな低温洗浄による仕上がりを提
供するプログラムです。このソリューションは、使用済みのテキ
スタイルに「新品のような」白さをもたらし、耐用年数を3倍に
延ばすとともに、低水温で洗うため蒸気と水の量は最大30％
減らします。OxyGuard40はエコラベル認証を取得しており、
特定の市場では医療用テキスタイルの洗濯におけるAS-4146
消毒基準に準拠しています。

Aquanomic™ 2.0 低温用液体ランドリー 
プログラム ​（ランドリー）
次世代型Aquanomicプログラムは優れた仕上がりを実現し、
リネンの耐用年数を延ばします。また、従来のランドリープロ
グラムに比較して水とエネルギーの使用量を最大40％も削減
します。Aquanomic​2.0の先進的な配合は、黒ずみや黄ばみ
の根本原因に照準を合わせることで、常に輝くような白さのリ
ネンを提供します。

生産・製造​

FirstCLEAR™ （水処理）
FirstCLEARプログラムは、より信頼性の高い水質と製紙工程改
善のための包括的な原水ソリューションです。このプログラム
は、Metagenomicアナルシスプロトコル（MAP）、enVision™プラ
ットフォームおよびPARETO™ミキシングテクノロジーなどいくつ
かの既存技術を組み合わせています。プログラムを組み合わせ
ることで、コスト管理、作業効率の改善および製品不良の最少
化に役立ちます。

Synergex™ （洗浄・殺菌）
Synergexは食品・飲料メーカー向けの主要抗菌製品で米国
環境保護庁（EPA）に登録されています。混合過酸ベースの除
菌剤および消毒剤は、食品の安全性と品質保証を提供し、工
場のオペレーションに関わる多くの安全上の問題を解消しま
す。Synergexを定置洗浄（CIP）で使用することにより酸洗浄の
工程が省かれ、水使用量を最大24％、エネルギー使用量を最大
42％削減できます。

RO用3D TRASAR™テクノロジー（水処理）
RO用3D​TRASARテクノロジーは、小規模なROシステムの遠隔
モニタリングを低コストで提供するとともに、ベストプラクティス
に従いナルコ​ウォーターが直接お客さまをサポートしROシステ
ムの操作を行うことができます。新しいコントローラーはROシス
テムに工場出荷時インストール済みで、毎分最大125ガロンの
処理能力を備えています。この装置はROシステムの操作機能に
加え、膜用3D​TRASARテクノロジーとほぼ同じ性能（オンライン
によるモニタリング、制御、分析）を備えています。このソリュー​
ションを使用することで、信頼性の向上および想定外のダウンタ
イムの縮小、さらにはROに必要な給水量と排水量の双方を削
減することができます。

2016​
イノベーション​
ハイライト

素材・原材料加工​

Thermogain™（EC3019CおよびEC3619A） 
（石油精製）
Thermogain原油防汚剤は、有機ポリマー、不安定性アスファ
ルテンおよび無機汚染物質の粒子の成長を制限することによっ
て、熱交換器の熱伝導および圧力低下を改善します。このイノ
ベーションは、精製装置の汚染を減らすことによって燃料コスト
を大幅に削減し、CO2の排出を抑制します。

HyClass™ 73HCおよびHyClass 732HC 
（鉱業・鉱物加工）
HyClassの革新性は、アルミナハイドレート分類における多量
微粒子の捕捉、底流個体操作（underflow-solids-handling）特
性の改善、ボーキサイト処理の減少により直接生産を増加させ
ることにあります。HyClassは、バイヤー法における水酸化ナト
リウム、水およびエネルギーの節減に効果を発揮します。バイ​
ヤー法とは、ボーキサイトからアルミナを取り出すための化学
的精製方法です。

生分解性抗乳化剤（EC2802A）（石油精製）
EC2802Aは、石油精製脱塩装置用に設計された生分解性抗乳
化剤です。この乳化剤は最小限のナフタレンと灯油に不燃性化
学物質を組み合わせて製造します。この新しい化学物質は毒性
を低下させ、従来の抗乳化剤と同等またはそれ以上の効果を
発揮するとともに、その効力は欧州連合の規制を満たしていま
す。毒性の低下は、取扱手順の改善および環境負荷の低減につ
ながります。

3D TRASAR™硬度検知プログラム（水処理）
完全自動化された3D​TRASAR硬度検知プログラムは、低レベ
ルの硬度測定、不調検出、是正措置および結果伝達を組み込む
ことで、ボイラ用3D​TRASARテクノロジーの機能を拡張します。
主な特長は、水垢の発生防止、効率向上および燃料消費の削
減による省エネ効果です。​
さらに早期の不調検出および迅速な是正措置を通じて資産を
保全することができます。



保護
人と自然に投資することで、この世界を
よりよいものにします。

当社は、情熱と専門知識、新しい閃きと
説得力あるデータを組み合わせ、水の
保全および保護を実践するビジネスと
地域社会のあり方を形作る支援をして
います。また、次世代のリーダーたちを
教育し、彼らが将来の環境の担い手、衛
生のチャンピオンとなれるよう力を尽く
しています。すべての人が健康的で持続
可能な未来を享受できるよう、当社はそ
の力になりたいと考えています。それは
イノベーション、コミュニティ、ビジネス
を一つずつ着実に積み上げる未来です。

エコラボの社員とその家族の皆さんはボランティアとしてThe​Nature​Conservancyとともに、クンブレス・デ・モンテレイ国立公園の50エ
ーカー以上の土地で森林を再生する取り組みに参加しました。この公園から流れ出る水は、メキシコのモンテレイ市中心部で使用される
水の60％を供給しています。Photo:​​The​Nature​Conservancy ECOLAB コーポレートサステナビリティ 2016    23
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水の循環可能性を解き放つ
地域社会と企業が現在そし​て​将来にわたり繁栄していくためには、私たちは水との関係を変えていく必要があります。水が
持っている価値を定義し直し、その循環可能性を十二分に広げることは、個々のソリューションにとって極めて重要な部分
です。水の使用量削減、再利用、リサイクルにより水の潜在能力を最大限に引き出すことで、水活用の可能性は無限に広が
り、​さらにすばらしい事業の成果を達成できます。

エコラボは、水の保全から再利用、リサイクルに向け、企業がその考え方と行動を変えるためのお手伝いをしています。私たち
は、現場に必要な業界専門知識、最先端の技術、業界をリードするデータ、高度な分析技術、さらに請け負った仕事に情熱を
持つことで、事業経営のあり方を再構築します－世界中でより持続可能な水への取り組みを促し、よりよいビジネスの成果を
導くために。

クラウドを活用し水から多くを引き出す
エコラボでは、ビッグデータの力を利用するため、マイク
ロソフトの専門知識とAzureクラウドプラットフォームを活
用しています。このモバイルプラットフォームにより、私た
ちは節水のソリューションを世界規模で取り入れること
ができます。数千ものプラントにあるエコラボのセンサー
からフィードされた数十億のデータポイントを集約、分析
することにより、世界レベルのベンチマークの確立、ベス
トプラクティスの活用と世界中の産業における水不足対
策の促進、水質の改善と事業実績の向上が図れるよう支
援しています。当社の技術、現場での専門知識、リアルタ
イムデータを組み合わせることで、エネルギー、電力、食
品・飲料、製造、ホスピタリティなどの産業における企業
が水利用実質ゼロを実現する、つまり最小限の真水使用
量で極めて優れたモノを生み出す支援を行います。

「マイクロソフトとのグローバルパートナーシップの目的
は、製品に関してではなく、世界に広がる水の課題に対
応するための独自のプラットフォームを構築することで
す。水は不可欠なものです。水がなければ生きていくこと
はできません。水がなければ経済は成長しません。水が
なければ消費も伸びません。水がなければ人も増えませ
ん。水こそ我々が努力して解決しようとしている課題なの
です。」とChristophe​Beck（エコラボ​エグゼクティブバイ
スプレジデント兼​グローバル​ナルコ​ウォーター​プレジデ
ント）は述べています。

水の隠れた価値を考える​

清潔な水の不足は事業経営や成長を妨げる恐れがあ
ることを企業はよくわかっています。2014年、エコラボは
Trucostとパートナーシップを結び、財務モデリングツー
ルであるWater​Risk​Monetizerを立上げました。このツー
ルにより、企業は水に関連するリスクを把握し、リスクを
成長可能なビジネス戦略に変えるための実用的な情報
を得ることができます。

2016年には、エコラボとTrucostはマイクロソフトと提
携、Water​Risk​Monetizerを強化し、水に関するリスク評
価を新たなレベルへと引き上げ、よりダイナミックなユー
ザーエクスペリエンスを実現しました。水質をリスク要素
に加えることでさらに機能を拡張したこのツールは、より
包括的なリスク評価と高次元のビジネスインサイトを提
供しています。当社の共通目標は、より多くの企業が、水
資源の保全、使用量削減、リサイクルに関する実行可能
なプランを提供するデータを活用するよう働きかけていく
ことです。

  詳細は​www.waterriskmonetizer.com​​​
をご覧ください。

3%未満
世界中でリサイクルされている​

​排水の割合4

消費者は​今後20年間1で

30億人​
増加

米国の産業が​
​真水3を再利用している割合は​

10%未満
​​

2030年までに​水の需要
が供給を上回る割合

40%2
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テキサス州はどのくらい乾燥しているでしょうか？

テキサス州サンアントニオにあるマイクロソフトのデータセンター
は、Leon​Creek​Watershed内に位置しています。ここは深刻な水
問題を抱える地域で、洪水や暴風雨、河川浸食による水質問題も
顕在化しています。

Water​Risk​Monetizerのデータによると、同データセンターにおけ
るマイクロソフトの水使用のリスク調整値は、サンアントニオ水道
局が提示している現在の水道料金の実に11倍を超える額でした。

この数字がビジネスケースとなりました。マイクロソフトではナル
コ​ウォーターの3D​TRASAR™テクノロジーを導入し、飲用水の代
わりにリサイクル水を確実に使用できるようにしました。これにより
マイクロソフトは水コストを年間14万ドル以上を削減し、飲用水の
利用が年間5,830万ガロン減りました。

Christophe​Beck（エコラボ​エグゼクティブバイスプレジデン
ト兼グローバル​ナルコ​ウォーター​プレジデント）

（注釈は39ページに記載）

エコラボの使命は、​
​より少ない水使用量で
事業業績を向上させな
がら、​よりよい製品をよ
り多く生産できる世界
になるよう支援すること
です。
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プロジェクトWET財団
エコラボは、プロジェクトWET財団
とパートナーシップを結び、​水資源
保全と健康衛生教育に重点を置い
たClean​and​Conserve​Education​
Programに対し150万ドルの投資を行いました。この実践指
向の教育プログラムは、世界各地に暮らす200万人の人々
を対象に、2017年末までに水資源保全と健康的な衛生習
慣について教えることを目的としています。カリキュラムは
活動地域に合わせ、英語の他、スペイン語（メキシコ）、標準
中国語、ドイツ語で作成され、教師用活動ガイド（フランス語
（カナダ）とポルトガル語（ブラジル）も用意されています。

Clean​&​Conserveプログラムは、2016年にメキシコと中国
で導入されました。エコラボの社員は地域社会の子どもた
ちと専門知識を分かち合えるこうした機会を大切にしてい

ます。メキシコでは47人のエコラボ社員のグループが、メキ​
シコシティー近郊のクアティトランとモンテレイ近郊のレ​
オンにあるアポダカで、260人の生徒たちに正しい手洗い
の方法を教えました。「子どもたちは熱心に学んでいまし
た。生徒たちはこの方法を覚えて、学んだことを友人や家
族に教えるでしょう。それが、世界をより清潔に、​より安全
に、より健康的にするためのもう一つの方法なのです。」​
と語ってくれたのは、コミュニティリレーションズ担当ディ
レクター兼エコラボプロジェクトWETチームリーダーの
Jamice​Obianyoです。

中国の上海では、18人のエコラボ社員が教師22人の養成
を支援するとともに、Clean​&​Conserveウォーターフェステ
ィバルでは3つの小学校から集まった97人の生徒たちが​
ウォータースターになれるよう指導しました。
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地域社会とのかかわり
当社はお客さまや事業の枠を超えて、グローバルの課題の解決に取り組んでいます。当社
は、エコラボ基金による助成金およびボランティアプログラムを通じ、世界で熱心に活動
している健全な地域社会を支援し、2016年は総額で1,100万ドルを超える寄付を行いま
した。

熱心なボランティア活動
2016年に従業員がボランティア活動に従事した時間はおよそ85,000時間に及び、世界各
地で3,000人以上の従業員がグローバルチームボランティア助成金プログラムに参加し、
ボランティア活動の対象となった非政府組織に30万ドルが助成されました。

無料オンライン教育ツール

Clean​&​Conserveプログラムの教材やトレーニングビデオは​
www.projectwet.org/cleanandconserve​​からダウンロード
できます。

プロジェクトWET財団が制作した「せっけんと水の科学」は、​
オンライン上で楽しみながら子どもたちに​病原体から
自分の身を守る方法を教えています。詳細については​
www.discoverwater.org​をご覧ください。

The​Nature​ConservancyのZhejiang​Longwu​Water​Fund​Projectで​
ボランティア活動するエコラボ中国の社員​

Photo:​​Wan​Ming​Yang

生命のためのソリューション
エコラボの「Solutions​for​Life（生命のためのソリューション）」プログラムは、非営利のパートナーシップ、グローバルな慈
善活動および従業員のボランティア活動を通じて、水資源を保全し、世界の衛生状態を改善するという使命を持っていま
す。2016年には、2つの主要なグローバル非営利団体、The​Nature​ConservancyとプロジェクトWET財団とのパートナーシッ
プを通じて、重要なグローバルでの取り組みの推進を支援しました。

“科学者に聞く”​

エコラボの化学者である
Rafael​Ornelasは、保全に
ついて10歳の子どもに教え
るにはどうすればいいかと
聞かれました。

​​清潔な水は贈り物だということを彼らと分かち合いました！世界には、
その贈り物を手にできない同じ年頃の子どもたちがたくさんいます。そ
うした子どもたちは、のどを潤しわずかな衛生状態を保つため、多少
汚れた水であってもそれを手に入れようと長い道のりを歩かなければ
ならないのです。だからこそ、私たちは水を大切にしなければなりませ
ん。なぜなら水は本当の宝物だから。 ​
エコラボ​フード＆ビバレッジ​シニアプロジェクトマネジャーのOrnelasは語りました。

Clean​&​Conserveワークショップでエコラボのボランティアの話に
耳を傾ける上海の子どもたち



生命のためのソリューション

The Nature Conservancy
エコラボはThe​Nature​Conservancy（TNC）とこれまで25年にわたりパートナーシップを組んできましたが、Solution​for​Life
プログラムでは3年間（2017年にかけて）で200万ドルの投資を行い、この取り組みを拡大します。この投資は、米国ミネソタ州、
メキシコおよび中国におけるTNCの真水事業にとって極めて重要です。これら地域の土地と水の保全は、TNCのUrban​Water​
Blueprintによって先導されてきました。Urban​Water​Blueprintとは、生態系や地域社会が享受する水質向上のため、2,000カ所
に及ぶ河川流域で水の実態を調査し、科学に基づいた自然指向の解決策を提案する革新的マッピングツールです。

エコラボは、2016年4月に始動した中国のUrban​Water​Blueprintの単
独スポンサーです。このレポートは、中国の公共部門および民間部門に対
し、水に関わる問題に対処するための重要な河川流域情報を提供して
います。また、TNCが特に水問題に苦しんでいる地域に新たなファンドを
開始する上で、その決定を支える資料になりました。最初のファンドは、
中国東南部のトンチアン川流域に流れ込む汚染水の削減に特化しまし
た。この川は香港、広州およびシンセンの数百万の人々に水を供給して
います。

中国のエコラボ社員チーム、浙江省杭州に隣接する街Longwuにある貯
水池にて。

200万ドル
3年間の投資額​

TNCはブループリントを使って、ミネソタ州で最も保全が
必要な2万エーカーの地域を特定しました。ミシシッピ川
源流部の中心であるパイン川沿い8,000フィートに広がる
およそ180エーカーの土地を保全するため、エコラボは
最初の助成金を拠出しました。

ミネソタ州イーガンキャンパスの当社チームは、南ミネソ
タにあるTNCオタワブラフ復旧地区でボランティア活動
を行い、広がるウルシの茂みを取り除き、将来の植林に備
えプレーリーの種を集めました。

エコラボとTNCは、クンブレス・デ・モンテレイ国立公園に
おいて保護活動を拡大しました。この公園から流れ出る水
は、その下流に位置しメキシコの都市部であるモンテレイ
地区に暮らす450万人が使用する水の60％を供給していま
す。2016年、エコラボのボランティアはTNCに参加し、50エ
ーカーの松林の森林再生を行いました。森林は雨水を蓄
え、洪水を減らし、水のろ過を進め、流水量を調整します。

エコラボ社員とその家族はボランティアとしてクンブレス・
デ・モンテレイ国立公園にある50エーカーの松林の森林再
生作業を手伝いました。

ミネソタ州

中国

メキシコ
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Photo:  TNC



成果
コーポレートサステナビリティは次の
質問を投げかけることから始まります。 
もっとできることはないだろうか？

当社の影響力を完全に発揮できるかど
うかは、会社全体でポジティブかつ持
続可能な結果を追求する能力に左右
されます。そのために、私たちは事業を
行う地域の環境やコミュニティの健全
性を守りながら、当社の業績目標を達
成し、お客さまへの約束を実現します。
当社のコミットメントは、「力を合わせ、
よりよい世界へ」という信念のもと進
化を続けています。​

ECOLAB コーポレートサステナビリティ 2016    31
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私たちは、事業に対する知見を獲得し、確実に持続可能な成
長を遂げるため、最先端の技術を活用しています。エコラボに
は製造工場、事務所、研究開発など115カ所の拠点があり、世
界各地で48,000人の社員が働いています。あらゆる地域で、よ
り少ない資源でより多くの成果を生み出すという使命を共有
し前進しています。

コーポレートサステナビリティ目標は引き続
き正しい方向に​
当社の2020年の環境目標は、世界中の拠点において継続的な
改善に取り組むことへのコミットメントを反映しています。私た
ちはリスクや影響が最も及ぶ地域に特化して、引き続きこれら
の目標に向け努力してまいります。2016年には、全社規模で効
率性を高める取り組みを進めるとともに、対象となった製造工
場では、水とエネルギーの使用量を大幅に削減するいくつかの
大規模プロジェクトを開始しました。これらのプログラムにより
2017年以降の節減を成功させ、​私たちの目標を達成します。

「2016年は、厳しい事業環境にあり、原単位当たりの環境目
標は最低限の進展しか果たせませんでしたが、当社が重点を
置く安全、サービス、節減の中心的要素であるサプライチェー
ンにサステナビリティを組み込むための重要な措置を講じま
した。」とAlex​Blanco（エコラボ​サプライチェーン担当総責任
者）は述べています。

お客さまを通じてのインパクト目標

サステナビリティ目標
および成果

エコラボ​2020年サステナビリティ​
目標

2016年​環境パフォーマンス

水+1.8%

温室効果ガス排出量
＋0.6%

2015年基準値からの変化率。売上高100万ドルを
原単位として測定

1,610億
ガロンの水

3,000億
ガロンの水​当社およびお
客さまの事業における水
使用の年間削減量

100億​
人超

2016年にお客さまを支援し
節減した水量

2030年までにエコラボが 
目標とする節減水量

年間の1人当たり飲料水 
需要量に換算すると

取水量の削減​
25%

温室効果ガス排出​
量の削減10%
2015年基準値からの変化率。売上高100万ドルを
原単位として測定

継続的改善に向けた当社コミットメン
トの特長​
当社は、製造設備全体でCreative​&​Maintain​Value（CMV）
プログラムを拡大し、資源節約の可能性が最も大きい施設
に重点を置いてきました。ナルコ​ウォーターのサービスエン
ジニアが持っている専門知識や独自の監査、モニタリング機
能、カスタマイズされたソリューションを活用することで、私た
ちはいくつかのプラントで新たなソリューションとノウハウを
導入し、その結果、全体の水とエネルギーの消費量を大幅に
削減しました。​

 
7工場で実施した泡洗浄スプレー
システムは、330万ガロンの水を
節減しました。 

 
容器の洗浄は「容易に解決できる問題」として特定されまし
た。エコラボのMPD&Q（Materials,​Process​Delivery​and​
Quality）チームは、多額の初期投資を行わずに効率性を向
上させる方法として、製造工場における容器洗浄に重点を置
きました。使用していない間に容器を洗浄するためには大量
の水を必要としますが、低コストで節水型の新たなソリュー
ションはこの問題を良い方向に変えました。

「容器洗浄には使用可能時間の最大30％を要する場合が
あり、そうなると工場の生産ラインの容量制約につながる恐
れがあります」とSteve​Bilek（エコラボ​MPD&Q​主任エンジ
ニア）は述べています。

 
試行錯誤は、先行投資の必要ない
ポータブルスプレー泡システムか
ら始まりました。 
 
 

イリノイ州クリアリングにあるエコラボの製造工場では、初
期に試行したスプレー泡システムが全容器煮沸法に取って
代わることで、洗浄1回当たりの水使用量が80％削減できま
した。スプレー泡システムはナルコ​ウォーターの化学を活用
し、アルカリ性、酸性、酸化剤または溶剤型化学物質による
洗浄で調整することが可能です。そのためこのシステムは世
界各地のエコラボ製造工場で幅広く応用できます。

さらに6工場がスプレー泡洗浄工法を導入しました。

2016年には、容器洗浄の最適化プロジェクトにより、​
330万ガロン以上の節水と4,800​MMBTUの天然ガスが​
削減され、各工場が操業している地域社会の環境衛​
生が向上しました。

私たちは、2016年に開始した水と
エネルギー節減プロジェクトおよび
2017年の新たなプロジェクトが、と
もに2020年の目標達成への道筋に
必要な業績上のインパクトをもたら
すと確信しています。​
Alex​Blanco（エコラボ​サプライチェーン担当総責任者）
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私たちは、すべてのお客さまに当社製品の安全、健全、環境
への特性を十分にご理解いただき、信頼を寄せていただき
たいと考えています。これは、バリューチェーン全体で当社
製品のインパクトを管理するという取り組みから始まりま
す。私たちは、化学物質が人や環境に及ぼす脅威やリスク
を予防または軽減するためのプログラムを開発することに
より、より安全な固体および液体の薬剤、革新的パッケージ
ングおよび調剤システムを通じてこの取り組みを実施して
まいります。

当社のアプローチを促進する要因
• カスタマーニーズに対する深い理解​
• 製品アプリケーションおよび使用段階のインパクトに関
する確かな専門知識

• 業界、政府および非政府組織の基準の順守、さらには基
準の先を行く取り組み​

製品の透明性

当社では、製品のサステナビリティリーダーシップに基づ
き、当社のソリューションが持っている安全、健康、環境への
インパクトを説明するため、お客さまの業務に関連する測
定可能な9つの製品特性を定義しました。これらの特性を
サポートする技術情報は、当社の化学物質管理データベー
スを通じて報告され、​したがって安全データシートの内容
とも一致しています。

2017年の当社の目標は、製品の使用段階に応じた効果に
ついてよりご理解いただき、よりよい管理ができるように、
その情報を前もって入手可能な状態にしておくことであり、
お客さまが十分な情報に基づいて購入決定ができるよう
支援することです。

最も高いレベルで実践すれば、サステ
ナビリティはウィン・ウィンの関係にな
ります。市場特有の影響を及ぼす情報
を提供することによって、清潔で、安全
で、健康的な結果が得られる製品をお
客さまが選択できるよう支援します。
お客さまのインパクト主導の購買ニー
ズをイノベーションプロセスに変換す
ることで、お客さまの期待に直接応え
ることのできるソリューションを開発す
ることができるのです。

Lynne​Olson博士（エコラボ​サイエンティスト）​

持続可能な
ソリューション

   各地域およびグローバルのガイド
ラインや基準等の詳細については​
www.ecolab.com/sustainability​​に掲載のエ
コラボ​2016GRIインデックスをご参照ください。

明るい未来のために地中海に浮か
ぶ島で太陽光をとらえる​
マルタ島モスタにあるエコラボの工場
では、ヘルスケア＆ライフサイエンス分
野のお客さま向けの手術用ドレープを
製造しています。昨年この工場の屋上に
468個の太陽光パネルが設置されまし
た。現在太陽光発電は、使用エネルギー
のおよそ45％を供給しています。この太
陽光パネルにより、工場が排出するCO2
をおよそ190トン削減できました。さら
に、事務所や製造エリアにある全照明の
70％がLEDに切り替わりました。「こうし

た持続可能なエネルギー生成プロジェクトとエネルギー効率の高い設備への投資は、埋立
廃棄物の削減とともに、持続可能で健全な環境を提供するという当社のコミットメントを表
わしています」とAlexander​Aquilina（エコラボ​ゼネラルマネジャー）は述べています。

オランダ・ファルセフェルトの工場
が自動化によって大幅な電力削減
を実現​
オランダのファルセフェルトにあるエコ
ラボの製造工場の製造ラインは、画期的
な自動化ラテックスラインによる新たな
効率性を活かして稼働しています。この
工場では病院で使用する超音波変換器
保護用ゴムカバーを製造しています。こ
こでは5つの手動式ディッピングライン
が新たな自動生産ラインに置き替えら
れました。新たな機械の導入による自動
化と断熱性向上により、省エネルギー化が実現します。オートメーション導入の前後2カ月を
比較すると、電力の削減率は12％を示し、今後の全体的な機器効率については、年間15％の
節減が期待されています。

テキサス州テクサーカナはすべ
てが大きいと言われています。​
節水量も例外ではありません。
テキサス州のナルコ​チャンピオン石油
混合プラントは、水の使用制限が潜在
的ビジネスリスクになる前に節水シス
テムを設計するという大胆な一歩を踏
み出しました。テキサス州は、上下水道
の使用が厳しく規制されている状態に
あります。現在このプラントは、プラント
自身から非接触冷却水を回収し、バッ
チ処理でその水を使用しています。この
プラントでは、水リサイクルシステムに
より年間約25％の水使用量が削減さ
れました。また、プロセス・サイクル・タ
イムについても60％短縮されました。

エコラボは化学物質と製品の安全
性推進という観点から、米国環境
保護庁（EPA）より 「2016年度Safer 
Choiceパートナー（イノベーター部
門）」として表彰されました。

水使用量を25%削減
テキサス州テクサーカナプラントのナルコ​チャン
ピオン社員

15%年間節電量
オランダ・ファルセフェルトのエコラボ製造工場

45%太陽光エネルギー
マルタ島モスタにあるエコラボの工場

エコラボはSustainable​Purchasing​
Leadership​Council（SPLC；持続可
能な調達に関するリーダーシップ協
議会）の創設メンバーです。

当社はお客さまとの積
極的なパートナーシップ
を高く評価しています。
この場合のパートナー
シップの目的は、購買決
定から生じる健康、安全
性および環境上の成果
を理解し、有意義な影
響を与えることです。建
設的で問題解決に重点
を置いたバイヤーとサプ
ライヤーとの協力関係
は、持続可能な未来に
向けて市場全体を変え
ることができると私たち
は考えています。

Jason​Pearson（SPLC​理事長）
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エコラボグループすべてにおいて安全を最優先とし、日々ゴール・ゼ
ロを追求しています。​

私たちの社員、お客さまおよび地域社会の安全は極めて重要です。事
業経営から製品開発、お客さまとの連携に至るまで、私たちの目標は
ゼロ、すなわち事故、偶発的な事件、環境放出に至るまでその発生を
ゼロに抑えるということです。

安全はエコラボの中核をなす価値です。

ドライバーの安全性を確保するということは、それが安全を維持しな
がらゴールゼロを達成する絶好の機会であることを意味します。当社
は日々安全運転の徹底を社員に課しています。2016年に実施した「安
全運転の誓い」は、社員にとって車を運転する際になぜ安全が重要な
のかを表すいい機会となりました。​

仕事でも人生でも安全が重要です

2016年の「セーフティチャンピオン」として、また安全衛生環
境（SH&E）のProfessional​Extra​Mile​Award受賞者として、
約90名の社員が表彰されました。受賞者の取り組みは、エ
コラボのリスク低減・排除につながるとともに、仕事でも
家庭でも安全第一という強力な企業文化の醸成に寄与し
ました。

当社の安全に対する取り組みは、Executive​Leadership​
Council、全リージョンと主要国のSafety​Leadership​
Council、取締役会の安全衛生環境（SH&E）委員会によっ
て支えられています。

トレーニング・教育研修

トレーニングおよび教育研修は、安全をすべての人の最優
先事項とする私たちの戦略において中心となるものです。
当社では社員に、個々人の安全性向上を目的としたプログ
ラムやプロセスに取り組んでもらっています。また、当社の
リーダーシップ行動を通じて、組織のあらゆるレベルで透
明性を確保するよう奨励しています。こうした計画的なアプ
ローチは安全実績の継続的な改善をもたらします。

リスクの軽減

私たちは、安全に関するさまざまな先行・遅行指標に基づ
き、パフォーマンスを追跡しています。当社のグローバル・
セーフティ・ダッシュボードデータを毎月評価することで、
潜在的リスクを特定し、最も必要とされる分野に特化​
するとともに、安全プログラムの効果を測定することがで
きます。​

重大車両事故率（SVAR）
100万マイル当たりの重大車両事故件数

7%
2015年からの
削減率

2015年 0.15

2016年 0.14

先を見越してリスクを特定するアプローチは、当社の包括
的安全プログラムを強化し、成果を向上させます。安全面
の観察やオーディットを通じて、私たちは事業所やお客さ
まの施設におけるリスクを特定・評価し、対策を講じていま
す。2016年には、世界各地で113,000件を超える安全観察
結果を記録し、2015年と比較するとその数は38％も増加し
ました。当社は、2016年に352件のセーフティオーディット
も完了しており、目標を超える実績となりました。

安全が重要です

地域 2016年 増減率％​
2015年比

北米 2.75  4％
欧州 4.90  11％

アジア・パ
シフィック 4.90  17％

グレーター
チャイナ 1.90  5％

ラテンアメ
リカ 3.24  33％

中東・アフ
リカ 3.81  59％

エコラボ
合計 3.19  4％

総車両事故率
100万マイル当たり事故件数

記録義務のある傷病件数の割合
従業員100人当たりの傷病者数

2015年 1.42

2016年 1.30

2016年休業傷病
率低下

7%
8%

対前年比で低下

安全に焦点を当て続けることで、全社的に
事故を減らす重要な機会が得られます。​
どこにいても安全に目的地に到着できると
いうことです。
Doug​Baker（エコラボ​会長​兼CEO）

   包括的な安全基準については以下のサイトより当
社のGRI​Indexをご覧ください。​
​www.ecolab.com/sustainability

谷川​正明/​テリトリーマネジャー/日本・東京

私は毎日安全に運転します。それは無事に家に着いて妻と一緒に過ごす
ことこそ重要だと思っているからです。
Cesar​Fabian​Cordero​Davila/営業担当/コロンビア・ビアビセンシオ
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受賞歴
当社のイノベーション、サービス、そしてカスタマーニーズに応えながら責任ある持続可能な事業経営へのコミットメントに対
して、多くの団体からその実績を認めていただいたことを誇りに思います。

GREEN RANKINGS
2016

本要約版について
概要

本要約版は、2016年度コーポレートサステナビリテ
ィレポートの中から、当社が最も影響を及ぼしてい
ると考えるお客さま、事業経営、地域社会に焦点を
あて、その取り組みをご紹介しています。​

2016年度コーポレートサステナビリティレポート
（報告期間​2016年1月1日－12月31日）の全編
は​www.ecolab.com/sustainability​​からご覧い
ただけます。同レポートは、グローバル・レポーティン
グ・イニシアティブ（GRI）のG4フレームワークガイド
ラインに準拠しています。

当社は、透明性および情報開示へのコミットメン
トを維持した上で、「Dow​Jones​Sustainability​
Index」、「RobecoSAM​Sustainability​
Assessment（RobecoSAM社​企業の持続可能性調
査）」、カーボン・ディスクロージャー・プロジェクトの
「二酸化炭素、水、サプライチェーン調査」にも対応
しています。さらに、「国連グローバル・コンパクト」
および「CEO​Water​Mandate」に加盟し、これらの
コミットメントの一環として、「Communication​on​
Progress（COP）」の年次活動報告を提出しています。

本要約版に掲載されているカスタマーインパクトに
関する事例は包括的なケーススタディによって裏付
けされています。

重要性

エコラボは、サステナビリティを事業戦略の中核に
据え、世界中の企業がすぐれた成果を達成し、より持
続可能な方法で事業が行えるよう支援するソリュー
ションを提供しています。当社の取り組みは重要であ
り、それをどのように実践するかは当社の従業員や
お客さま、投資家、地域社会にとって重要です。

2016年度コーポレートサステナビリティレポートの
パラメータは、以下のような問題の戦略的評価に基
づいて設定されました。それは、当社のステークホ
ルダーにとって最も関心があり、当社の事業戦略に
最も関連性が高く、世界をより清潔に、より安全に、
より健康的にするという当社の約束を遂行する当社
の能力に影響を及ぼす問題です。重要性に対するこ
のアプローチは、当社の事業と当社がお客さまに提
供する独自のソリューションを通じて、世界の最も差
し迫った複雑な課題の一部に対処するための、当社
のコーポレート・サステナビリティ戦略に整合してい
ます。

水不足に関する出典
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2.​ Homi,​Kahras.​“The​Emerging​Middle​Class​in​Developing​Countries.“​Brookings​Institute​(2011年6月);​World​Bank.​
Web.​26.​May​2016.​

3.​ Nahal,​Sarbjit,​and​Valery​Lucas​Leclin.​“A​Blue​Revolution-Global​Water.”​ESG​&​Sustainability.​Bank​of​America​
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